
 

 

 

           
              

  
                    

秋を楽しく  

                                                                校長  鈴木  真史  

 

  秋になると何となく物悲しくなります。物悲しい気持ちはネガティブな言動を引き起こ

します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このようになる理由は、日光に当たる時間が短くなるためとか、活動的な夏と比較して

考え込んでしまうためとかいろいろあるようです。この時期は、子どもたちのトラブルが

増えたり、やる気がでなくなったりといったことが見られるようになります。  

 しかし、秋は毎年必ずやってきます。「物悲しい」まま秋を”毎年”過ごすのは少しも

ったいないように思います。次のよう考えたり行動してみてはいかがでしょう。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  気持ちを入れ替えたり行動を起こしたりすることは、大変難しいことですが、「ちょっ

と気分が優れないな」「あ～あ、やりたくないな」って思ったときがチャンスです。ぜひ

今回提案したことに挑戦してみてはいかがでしょうか。また、お子さんのやる気が少しな

さそうなとき、今回のようなことをお家の方から提案してみてはいかがでしょうか。  
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第８号  

秋は物悲しい  

落ち込む  
やる気が出

ない  

攻撃的になる  
失敗をする  

悲観的になる  

一人になりたい  

秋 は物 悲し いと 思

う前に  

汗を流す  

単純作業に集

中する  
やってみたかった

ことに挑戦する  

飽きるまで一

人の時間を満

喫する  

迷惑のかからない場

所で大きな声で叫ぶ  

人助けを意識

的にする  

友達と一緒の時

間を増やす  

冬になるとあったか

いコタツに入れると

考える  
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